
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑風にのって ― 絆を深め、共に高め合う時期に ― 

校長 澤井 稔 

 

校庭の木々の緑が日増しに濃くなり、初夏の爽やかな風が校舎を吹き抜ける季節となりました。保護者の皆様

におかれましては、日頃より本校の教育活動に対し、ご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 

新しい環境でスタートを切った 4 月から１ヶ月。生徒たちは、新しいクラスや部活動に馴染もうと、自分なりに精

一杯のエネルギーを注いできました。朝のあいさつで見せる表情も、少しずつ「一中生」としての頼もしさを帯び

てきたように感じます。 

さて、5 月は古くから「薫風（くんぷう）」の季節と言われますが、学校生活においては「心身のバランス」を整

え、集団としての質を高める上で非常に重要な時期でもあります。 

1  「五月雨式」の疲れに寄り添う 

大型連休前後、緊張の糸がふと切れてしまうのがこの時期です。「なんとなく学校に行きづらい」「体がだる

い」といったサインは、決して怠慢ではなく、4月の頑張りに対する、新しい生活に心も体も慣れようとしている表れ

です。ご家庭におかれましては、お子様の変化を否定せず、まずはゆっくりと話を聞き、休息を促していただければ

幸いです。 

2  「本物」に触れ、絆を紡ぐ修学旅行 

今月、3 年生はいよいよ修学旅行に向かいます。準備を進める生徒たちの表情からは、期待と高揚感が伝わっ

てきます。教室を離れ、歴史や文化の息吹に直接触れるこの行事は、一生の思い出となるだけでなく、集団として

「時間を守る」「公徳心を意識する」といった自律の精神を養う絶好の機会です。  スローガンに掲げた目標を

一人一人が意識し、仲間と共に「本物」を体験することで、学年の絆がより一層強固なものになることを期待して

います。 

3  「自分」だけでなく「周り」を見る余裕を 

クラスの人間関係が固定化し始める時期だからこそ、改めて「言葉の重み」を意識してほしいと考えています。

自分が発した一言が、相手にとって心地よい風となるか、それとも冷たい雨となるか。相手の立場を慮る「想像

力」をもつことが、いじめのない、誰もが居心地の良い学校づくりへの第一歩です。 

今月は運動会の練習も本格的に始まります。生徒たちが五月の晴天の下、瑞々しい力を存分に発揮できるよ

う、学校と家庭、地域が手を取り合って見守っていただきますようお願いいたします。 

 

 

西東京市立田無第一中学校 学校だより                 令和８年５月１日（金）発行 

 むらさきそう  西東京市立田無第一中学校  

    校 長   澤井 稔              

 （住所）西東京市南町６－９－３７   （電話）０４２－４６２－２８１１ 

カラー版はホームページで  

ＵＲＬ https://www.nishitokyo.ed.jp/j-tanashi1/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対面式・生徒会オリエンテーション】（４月９日） 

４月９日の朝、対面式が行われ、新入生の入学後、全校生徒が初めて体育館に集まりました。２・３年生

の温かな拍手で１年生を迎え、校歌を披露し、鉢植えの贈呈が行われました。生徒会長の言葉には「思い出

を一緒に作りましょう。」「気軽に声をかけてください。」と新入生の入学を歓迎する思いが込められていまし

た。また５時間目には生徒会オリエンテーションが行われ、３年生の委員会生徒が１年生の教室を回り、委

員会の活動について発表していました。６時間目の部活動紹介は生徒会役員の司会のもと盛り上がりました。

どの部活動も気合いとユーモアの混じった紹介で活気あふれる時間を過ごしました。１年生も先輩方の様子

を真剣に見て考えている様子が見られました。 

               

【１年 平和学習】（４月１３日） 

 1945年の 4月 12日に、アメリカ軍の B２９爆撃

機の空襲により、この地域でも多くの尊い命が奪わ

れました。この 4 月 12 日を西東京市では「西東京

市平和の日」と定めています。今回、語り部の小峰

さん（総持寺住職）萩原さんをお招きし、戦争に至

った経緯、戦争の時代、その頃の西東京市について

の貴重なお話をしていただきました。戦争の悲惨さ

を記憶にとどめ、平和の大切さを伝え守ることにつ

いて考えを深めることができました。 

    【生徒感想】 

お二人の話を聞いて戦争の怖さや 

苦痛が伝わり、胸が締め付けられ 

ました。西東京市でも被爆が起こっ 

ていたこと、平和のリングが防空 

壕で、そこでたくさんの人が亡く 

なったことを知り、戦争は絶対に 

してはいけないと再度、胸に刻み 

つけました。 

 

【全学年 保護者会】（４月１７日） 

 ４月１７日金曜日の１４：１５から、今年度最初の保護者会を行い

ました。たくさんの保護者の方々にお越しいただき、本校の経営方針

等を聞いていただきました。また、各学級の懇談会は、保護者の方々

からお子さんの成長ぶりを発表していただくなど、穏やかな雰囲気で

行われました。 

【２年 SOSの出し方】（４月１５日） 

 ４月１５日水曜日の５時間目、体育館で IJ 学級の

生徒と２学年の生徒が集まり、「SOSの出し方に関す

る教育」を受けました。DVD を見て考えたり、スク

ールカウンセラーの牛田先生の話を聞き考えたりし

ました。その中で周りの人と意見交換を行い、ストレ

スを感じた時には「好きなことをする」「寝る」「大声

を出す」など様々な対処法を発表していました。また

牛田先生からは「辛いことを誰かに話すことで、その

物事を客観的に考えられるようになる」と教えていた

だき、誰かに相談することの意義を学びました。 

生徒の皆さん一人一人が、かけがえのない存在で

す。何か辛いことがあれば、この学びを思い出し、対

処したり信頼できる大人に話したりしてほしいと思います。 

    
 

【全学年 引き渡し訓練】 

（４月２５日） 

 緊急時に備えた引き渡し訓練を

実施しました。震度５強以上の地震

や緊急時には、事前に保護者の皆様

にご登録いただいた引き取り者に、

学校で生徒を引き渡します。訓練で

は地震の発生を想定し、一次避難を

した後、保護者に引き渡す訓練を行

いました。引き取り者の皆様、ご協

力いただきありがとうございまし

た。 

 


